
58．抗弁する女章（アル・ムジャーダラ)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
常にアッラーに見られているという感覚を育て、違反を戒
めるために、総合的かつ網羅的なアッラーの知識を明ら
かにすること｡

説明:
1 使徒よ、確かにアッラーはあなたに相談を持ちかけた

女性(サアラバの娘ハウラ)の話を聞かれた｡それは彼女
が夫(アッサーミトの息子アウス)にズィハール(｢あなた
はまるで私の母親の背中のようだ｣と告げることで成立
する離婚の一形態)を告げられ、夫のしたことをアッラー
に訴えたときのことである｡アッラーはあなたたち両人の
相談を聞いておられ、かれにとって不明なことは何一つ
ない｡本当にアッラーは僕たちの言葉をよく聞く御方で
あり、彼らの行いをよく見る御方であられ、かれに不明な
ことは何一つないのである｡

2 自分の妻に対して、｢あなたは私にとって母親の背中
のようだ｣と告げる者は、嘘を言っている｡妻は母ではな
い｡母とは自分を産んでくれた人である｡彼らの発言は
ひどい発言であり、嘘であるということを知れ｡アッラー
は何度も繰り返し赦して水に流して下さる御方であり、罪
から救われるように贖いを定めてくださった｡

3 こうしたひどい発言をしておきながら、妻との性交を
望む者は、その前に奴隷解放の贖いをしなければならな
い｡それがズィハール戒めの法規定である｡アッラーはあ
なたたちの行いを熟知しておられ、かれに不明なことは
何一つない｡

4 解放する奴隷のない者は、ズィハールをした妻との性
交の前に2ヵ月連続で断食をしなければならない。2ヵ月
連続で断食できない者は、60人の困窮者への食事提供
が必須である。これがアッラーの命じられたことと信じて
従うべき法規定であり、これらの諸規定があなたたちのためにわれらが定めたアッラーの境界線(刑法)だからその一線を越えて
はならない。アッラーの定めた諸規定と境界線を拒絶する者には、痛ましい懲罰があるのだ。

5 アッラーとその使徒に敵対する者は、過去の共同体の中でかれに敵対した者が辱めを受けたように貶められるだろう｡われら
は数多くの明らかな印を下したはずである｡アッラーとその使徒や印を拒む者には、屈辱の懲罰がある｡

6 アッラーが全ての者を蘇らせる日、誰一人野放しにしておかれることはなく、彼らが生前この世でなした醜い行いを告げられる｡
アッラーは彼らを囲い込まれ、彼らの行いを取りこぼされることはない｡彼ら自身が忘れたようなことも、大小逃さず網羅する記録
の書にあるのを見出すだろう｡アッラーは全てのことを見ておられ、彼らの行いが不明となることは何一つない｡

本諸節の功徳:
●アッラーは僕たちの中でも虐げられた者たちに特別な優しさをお恵みくださり、祈りを聞き遂げてくださり、助けて下さる｡
●僕たる人間が救いを見出すことができるよう、ズィハールの贖いが段階別に多種あるのは、アッラーのお慈悲である｡
●ズィハールに関する章句の最後に不信仰者のことが述べられるのは、それが彼ら不信仰者の行いだという示唆だからであり、そ
のために不信仰者の状態についての言及が相応しいとなったのである。

部 28542抗弁する女章



7 使徒よ、アッラーは天地にあるものを全て知っておら
れ、かれに不明なことは何一つないのを見たか｡3人で
密談を交わしていても、至高のかれが4人目として知っ
ておられ、5人で密談を交わしていても、至高のかれが6
人目として知っておられる｡それより数が少なくても多く
ても変わらず、彼らがどこにいてもかれはその知識によ
って彼らと共におられ、かれにとって彼らの話で不明な
ことは何一つない｡それからアッラーは審判の日に彼ら
の行いを告げられる｡本当にアッラーは全てのことを知
っておられ、かれに不明なことは何一つないのである｡

8 使徒よ、信者を見れば内緒話をしていたユダヤ教徒
を見たか｡アッラーが内緒話を禁じられたにもかかわら
ず、彼らは禁じられたことを繰り返すのだった｡信者の
陰口や敵対、使徒への反逆など、罪となることも含めて
互いに囁き合うのである｡使徒よ、彼らがあなたのもと
にやって来て、アッラーが挨拶されたことのない挨拶、す
なわち｢アッサーム　アライカ(毒があなたにありますよ
うに)｣とあなたの死を意図した挨拶をし、預言者の信頼
を損ねるべく｢我々の発言に対してアッラーが罰を下せ
ばよいではないか｡もし彼が本当に預言者ならば、我々
の発言に対してアッラーが罰を下したはずだ｣と言った
なら、彼らにはその発言に相応しい火獄の懲罰で十分で
ある｡その熱さに苦しむことになるだろう｡彼らの運命の
なんとおぞましいことよ｡

9 アッラーを信じ、その教えにのっとって行動する者
よ、ユダヤ教徒のようにならないように、罪や敵対、使徒
への反逆を含む密談をしてはならない｡密談するなら
ば、アッラーにお仕えすることやかれへの反逆防止につ
いてせよ｡そしてご命令を果たし、禁止を避けることでア
ッラーを意識せよ｡かれの御許にのみ、あなたたちは審
判の日に精算と報いのために蘇らせられるのである｡

10 密談は、罪や敵対、使徒への反逆を含むものであれ
ばそれは悪魔がその友に囁く虚飾であり、信者を悲しま

せようとするものである｡だが、悪魔やその虚飾がアッラーのご意志なしに信者を害することはない｡信者は万事においてアッラー
をこそ頼みとするがよい｡

こうしてアッラーは発言における礼節を述べられると、集会における礼節を述べるべく仰せられた｡
11 アッラーを信じ、その教えにのっとって行動する者よ、｢もっと広がってください｣と集会で言われたら広がるがよい｡そうすれ

ば、アッラーがあなたたちのためにこの世でもあの世でも恵みを広げて下さるだろう｡また、ある集会で高徳の士のために｢席を空
けてください｣と言われたら、席を空けるがよい｡そうすればアッラーがあなたたちの中で信じる者や知識を与えられた者の位階を
大いに高めて下さるだろう｡アッラーはあなたたちの行いを熟知しておられ、かれに不明なことは何一つなく、行いに応じて報いて
下さるのだ｡

本諸節の功徳:
●アッラーは被造物の高みにおわすものの、その知識によって被造物を見ておられ、不明なことは何一つない｡
●多くの人たちが密談を通して罪を犯すため、アッラーは信者に密談をするなら善行と神を意識した行いのためにせよと命じられ
た。
●集会の礼節の一つ、それは他の人のために車座を広げて座ること(あるいは詰めて座ること)である｡
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12 教友が預言者への呼びかけを何度もするようになる
と、アッラーは仰せられた。「信者よ、使徒を訪問したいな
ら、訪問の際に施しを供えるがよい。そうした施しを差し
出すほうが、心の清めとなる。アッラーへの従順さにかな
うため、あなたたちにとってより良くより清らかである。
だがもし施すものが見つからない場合は、咎めを負うこ
とはない。アッラーは罪を繰り返し赦して下さる御方であ
り、できることしか義務として課せられない慈悲深い御
方であられる。

13 使徒に相談事を持ちかける際に施しを差し出すと、貧
しくなってしまうと怖れるのか｡アッラーが命じられたこ
とを果たせず、できない場合は仕方がないとお許しくだ
さったなら、礼拝を丁寧に捧げ、施しを払い、アッラーと
その使徒に従うがよい｡アッラーはあなたたちの行いを
熟知しておられ、かれに不明なことは何一つなく、行い
に応じて報いて下さるのだ｡

14 使徒よ、不信仰と反逆のためにアッラーのお怒りをか
ったユダヤ教徒と親交を持つ偽信者たちを見たか｡これ
らの偽信者は信者でもユダヤ教徒でもない｡彼らはどっ
ちつかずの半端者であり、ムスリム側の知らせをユダヤ
教徒に伝えてはいないと誓うが、彼らの誓いは嘘なので
ある｡

15 アッラーは彼らを火獄の最下層に入れることであの
世での痛ましい懲罰をあてがわられる｡彼らが生前この
世でしていた行いは醜悪そのものであった｡

16 彼らは宣誓を不信仰による死から身を守るために利
用していた｡イスラームを表明することで自分たちの命
と財産を守ろうとし、ムスリムたちを躊躇わせ、弱らせよ
うとすることで真理を前に人々を妨害したのである｡彼
らには、屈辱的な懲罰があるだろう｡

17 彼らの財産も子孫もアッラーの前では何の役にも立
たない｡これらの者こそ、火獄の民として永遠にそこに留まり、絶え間ない懲罰を受けるのである｡

18 アッラーが一人残らず皆を応報のために蘇らせる日、彼らは自分たちが不信仰や偽善にはあらず、アッラーのお悦びにかなう
ことを率先して行う信者であったと誓うだろう｡信者よ、彼らはこの世であなたたちに対して自分たちはムスリムだと誓いを立てる
ように、誓いが何かの役に立つと、あるいは害を払い除けてくれると思い込んで、あの世でアッラーに対しても誓いを立てるのであ
る｡彼らのこの世とあの世での誓いにも明らかなように、彼らこそ本当の嘘つきではないだろうか｡

19 悪魔が彼らをのっとり、その囁きでアッラーのことを忘れさせたため、かれが悦ぶことではなく、怒ることをしたのである｡これら
の特徴を持つ者こそ、悪魔の頭領イブリースの軍勢かつ信奉者にほかならない｡導きを迷妄で、天国を火獄で売買したイブリース
の軍勢と信奉者が、この世でもあの世でも損失者でないことがあろうか｡

20 アッラーとその使徒に敵対する者こそ、不信仰者の共同体と同じようにアッラーがこの世でもあの世でも辱めを与える者であ
る｡

21 アッラーは予め｢われは使徒たちを明らかな証と力で助け、敵を打ち負かす｣と定められた｡本当にアッラーは使徒たちの支援
に力強く、比類なき力で敵に復讐する御方であられる｡

本諸節の功徳:
●アッラーの預言者に対する優しさは明らかである｡教友からの増えるばかりの相談事を前に、礼節を教示された｡
●偽善者とユダヤ教徒の親密さ｡
●不信仰の民の敗北と信仰の民の勝利は、遅れることはあっても違えることはない神の摂理である｡
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22 使徒よ、アッラーと審判の日を信じる者で、アッラーと
その使徒に敵対する者を愛し、交友を結ぶ者は見ないだ
ろう｡たとえこれらの敵対者が親や子供、兄弟や帰属す
る部族の者であったとしても然り｡信仰はアッラーとその
使徒の敵と親交を結ぶのを禁じるからであり、信仰の絆
はあらゆる絆に優るもので、相矛盾するときには優先さ
れるものだからである｡たとえ親戚縁者であっても、アッ
ラーとその使徒の敵とは親しくしないこれらの者こそ、
アッラーが彼らの心中にある信仰を変わることなく不動
のものとされ、明らかな証と光によって強くされた者たち
である｡彼らは審判の日には城下や木々の下を川が流れ
るアドンの楽園に入れてもらえ、永遠にそこに留まりなが
ら、尽きることのない恩恵を楽しむだろう｡彼らにはアッ
ラーのお悦びがあり、お怒りをこうむることはもはやな
い｡また彼ら自身も、至高なるかれのお姿を見るという恩
恵をはじめ、とめどない恩恵を得てかれに満足する｡これ
らの特徴を持つ者こそ、ご命令を果たし、禁止を避けるア
ッラーの兵士である｡アッラーの兵士こそ、この世でもあ
の世でも望むものを得て、恐れるものをやり過ごすこと
のできる勝者ではないだろうか｡

59．集結章（アル・ハシュル)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
ユダヤ教徒や偽信者を弱らせるアッラーの御力と威厳を
明らかにし、信者間の連帯とは反対に彼らの分裂ぶりを
明らかにすること｡

説明:
1 天地にある全ての被造物で似つかわしくないものと

アッラーは無関係であり、はるかに偉大である｡かれは威
力並ぶ者なき御方であり、その創造と教え、定めにおい

て英明な御方｡

2 かれこそは、アッラーを信じようとせずその使徒ムハンマドを否定した、ナディール族をマディーナからシリア地方へと追い出し
た御方であられる｡彼らは元々律法の民ユダヤ教徒だったが、やがて契約を裏切り、多神教徒となってしまった｡信者よ、彼らをシリ
ア地方へと追い出すがよい｡あなたたちは彼らの威勢を前に彼らが出ていくとは思わなかったし、彼ら自身も彼らのこしらえた要
塞があればアッラーの威力や懲罰を防げると思っていた｡ところがアッラーの威力は彼らの想定外のところからやって来た｡使徒
が彼らの攻撃と追放を命じたのである｡そしてアッラーが彼らの心に激しい恐怖を投げ込み、ムスリムの手に渡らないように自分
で自分の家を中から壊し、ムスリムは外から壊すという事態となった｡だから心眼の持ち主よ、彼らが不信仰のせいでどうなったか
の教訓を得て、彼らが受けた懲罰を受けずに済むよう、彼らと同じようになってはならない｡

3 もしアッラーが彼らに対して故郷追放を定めておられなかったなら、この世での殺害と捕虜で苦しめておられただろう。いずれ
にしても、彼らにはあの世で火獄の懲罰が待ち受けており、永遠にそこに留まるのである。

本諸節の功徳:
●ムスリムにとって、不信仰者の信仰を嫌わせ、それとは無縁であることを促さない愛情は禁じられるが、不信仰者の親戚に対す
る自然な愛情はムスリムにとっても許される｡
●信仰の民の間では、信仰の絆がどんな絆よりも信頼に足る絆である｡
●虚偽の民が時として負け知らずと思われることもあるが、彼らが思ってもみないところから敗北は訪れるものである｡
●不幸中の幸いともいえる、より小さな災難によって大きな災難を払い除けるのは、人間に対するアッラーの定めの一つである｡
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4 彼らに起こったことは、不信仰と誓約違反でアッラー
とその使徒に敵対したからである｡アッラーに反抗する
者はアッラーが懲罰に厳しい御方だということを知れ｡
必ずやその者はかれの厳しい懲罰を受けるのである｡

5 信者の集団よ、ナディール族との戦いにおいてあなた
たちがアッラーの敵を怒らせるためにナツメヤシの木を
切る、またはあなたたちが役立てられるようそれを根幹
の立つまま放置したとしても、それはアッラーのご命令で
あって、彼らが思い込むような地上を荒廃させることでは
ない｡アッラーはそれでかれへの忠義から外れて誓約違
反をし、忠実であることよりも謀略を選んだユダヤ教徒
を辱められるだろう｡

6 アッラーがその使徒に帰されたナディール族の財産
は、あなたたちがそれを求めて馬やラクダを整えて駆け
付けたわけではなく、特に苦労して得たわけでもなかっ
た｡だが、アッラーはお望みの者に対してその使徒を制
圧せしめられ、使徒にナディール族を制圧させ、戦闘なし
に征服させたのである｡アッラーは全能の御方であり、遮
るものは何一つない｡

7 アッラーが使徒に戦闘なしに恵んだ村民の財産はア
ッラーのためにあり、お望みの者に分け与えられる｡使
徒とその親族ハーシム家やムッタリブ家には、施しを受
け取ることができない代わりの代替寄与があり、孤児や
貧者、費用を使い果たした旅人にも然りである｡それは
貧者をよそに裕福な者たちの間だけでお金が回らない
ようにするためのこと｡信者よ、使徒が戦利品の中から分
け与えてくれるものはこれを受け、禁じたものはこれをや
めよ｡アッラーのご命令を果たし、禁止を避けることで意
識せよ｡本当にアッラーは懲罰に厳しい御方だから、その
懲罰には注意せよ｡

8 このお金の一部はアッラーのために自分の家族や財
産を置き去りにせざるを得なかった、移住した貧しい信
者のために使われる｡彼らはアッラーがこの世で糧をお恵みくださり、あの世でお悦び下さることを願って、アッラーのためのジハ
ードに参戦することでアッラーとその使徒を助けるのであった｡これらの特徴を持つ者こそ、本当に不動の信仰を持つ者である｡

そうしてアッラーは移住者について称えられると、援助者についても称えるべく仰せられた｡
9 移住者よりも先にマディーナに住み着き、アッラーとその使徒への信仰を選んだ援助者は、マッカから移住してきた者を愛し、

たとえ戦利品のうち彼らには与えられなかったものが移住者に与えられても嫉妬することはない｡それどころか、たとえ自分たち
が貧窮していたとしても、移住者を己に優先させるほどである｡お金への執着からアッラーに守られ、かれへの奉仕で費やす者こ
そ、願うものを得て怖れるものから救われる勝者である｡

本諸節の功徳:
●より大きな利益を達成するために一見害をもたらすと思われることをするのは、地上を荒廃させることにはならない｡
●イスラームの素晴らしさの一つ、それは金品を必要とする人への気遣いである｡戦利品の分配においても、特に必要とはしない
裕福な人でなく、必要な人に分け与える｡
●謙譲の精神、これは援助者が見事に体現したイスラームの美徳の一つである｡
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10 審判の日に至るまで、これらの者の後にやって来て誠
心誠意彼らに従う者は、｢我らが主よ、私たちを赦し、私た
ちよりも先にアッラーとその使徒を信じた信仰上の兄弟
を赦してください｡どうか私たちの心に信者の誰に対して
も憎悪の念を抱かせないでください｡我らが主よ、あなた
は思いやり深く、慈悲深い御方です｣と言う｡

11 使徒よ、不信仰を胸中に隠しつつ、信仰を表明する者
が、不信仰における同胞たる、改竄（かいざん）された律
法を奉じるユダヤ教徒に言うのを見たか｡｢我々はあなた
たちを見捨てたり、引き渡したりしないから、自分の家で
待機していてくれ｡もしムスリム側があなたたちを追い出
そうものなら、我々はあなたたちへの連帯を示すために
共に出て行くだろう｡我々を止めようとする者に従いはし
ない｡もしあなたたちに戦いをけしかけようものなら、我
々はあなたたちを助けるだろう｡｣だが、ユダヤ教徒が追
い出されれば共に出て行き、戦いをけしかけられれば共
に戦うといったことを言う偽善者は嘘つきだとアッラーは
証言されるのである｡

12 もしムスリムたちがユダヤ教徒を追放したとしても彼
ら(偽信者)が共に出て行くことはなく、戦いを始めたとし
ても助けることはない｡またもし彼ら(ユダヤ教徒)がムス
リムに対して偽信者を助け、戦いを始めたとしても、偽信
者は逃げ出すだけで、その後偽信者が助けを得られるこ
とはないだろう｡アッラーは彼らを貶め、恥辱を与えられ
るだろう｡

13 信者よ、あなたたちは偽信者やユダヤ教徒の心の中
ではアッラーよりも恐ろしい存在なのであり、彼らがあな
たたちよりも恐れ、アッラーへの恐れが弱いのは、彼らが
理解しない民だからである｡なぜなら、もし彼らが理解す
る民であったなら、アッラーこそが本当に恐れられるべき
存在であり、かれこそがあなたたちを彼らよりも優勢にさ
れた御方なのだということがわかるはずだからである｡

14 信者よ、ユダヤ教徒は城壁で守られた村か壁の後ろ側からでなければ、一丸となってあなたたちと戦うことはない｡臆病なため
に、対峙することができないのだ｡仲間内では互いへの敵愾心から威勢がよく、一致団結していると思い込んでいるが、実際のとこ
ろ彼らの心のうちは分裂しきっている｡そうした分裂と敵対は彼らが考えない民だからであり、もし考えることができたなら、真理を
知ってそれに従い、分裂などしなかったはずだからである｡

15 これらユダヤ教徒の不信仰の有り様とどんな懲罰が下されたかの例えは、少し前のマッカの多神教徒のようである｡不信仰の
成れの果てを味わうこととなり、バドルの戦いにおいて殺される者は殺され、捕虜とされる者は捕虜とされた｡また彼らには、あの
世ではさらに痛ましい懲罰がある｡

16 偽信者の聴き方の例えは、悪魔が人間に不信仰を耳あたりの良いものとするようであり、いざ人間が騙されて不信仰に陥れ
ば、悪魔は言うのだ｡｢お前の不信仰に俺は関係ない｡俺は万物の主アッラーが怖い｡｣

本諸節の功徳:
●時や場の変化に信仰の絆は左右されない｡
●偽信者のユダヤ教徒への友情は空想のようであり、苦難に直面すればすぐ消滅してしまう｡
●ユダヤ教徒は臆病で戦時中も対峙することができない｡住居や武器に身を隠してでなければ戦えないのである｡
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17 悪魔とそれに従った者の結末は、審判の日に火獄行
きとなり永遠にそこに留まるというものである｡彼らを待
ち受けるそうした報いこそ、己を欺き、アッラーの定めた
境界線を越える者への報いに他ならない｡

18 アッラーを信じ、その教えにのっとって善行を行う者
よ、ご命令を果たし、禁止を避けることでアッラーを意識
せよ｡そして審判の日のために自分がどんな善行をした
かを顧みよ｡アッラーを意識するのだ｡本当にアッラーは
あなたたちの行いを熟知しておられ、不明なことは何一
つなく、行いに応じて報いられるのである｡

19 ご命令実践をやめ、禁止を避けるのをやめることでア
ッラーを忘れてしまい、アッラーにも忘れられて、アッラー
のお怒りと懲罰から救われる行いをしない者のようにな
ってはならない｡そうした者こそ、アッラーのことを忘れ
てご命令を果たすことも禁止をやめることもしない、アッ
ラーへの忠義から逸れてしまった者である｡

20 火獄の民と天国の民が等しいことはない｡むしろこの
世での行いに違いがあったように、得る報いにも違いが
ある｡天国の民こそ、望むものを得て、怖れるものから救
われる勝者なのである｡

21 もしわれらがこのクルアーンを山に下したとしたら、
使徒よ、あなたはその堅固な山がアッラーへの恐れのあ
まり揺れ動くのを見るだろう｡クルアーンには、強力な啓
発や厳しい警告があるからである｡こうした例えをわれ
らが人間にもたらすのは、理性を働かせ、クルアーンの
章句に込められた教訓に学ぶだろうからである｡

22  23 かれこそは、他に正しく崇められるべき存在のない
アッラーである｡かれは目には見えないものも見えるも
のも知る御方であり、かれに不明なことは何一つない｡
この世でもあの世でも慈悲あまねく慈悲深い御方であ
り、かれの慈悲はあらゆる世界に行き渡る｡王であり、
全ての欠陥とは無縁で清く尊い御方｡欠点の全くない健全な御方であり、明瞭な印の数々によって使徒たちの正しさを証明する御
方｡僕たちの行いを監督する威力並びない無敵の御方｡全てを威圧する威圧者であり、尊厳者｡アッラーは多神教徒が並べ立てる
偶像などからは、無関係で清い御方であられる｡

24 かれこそは全てを創造された創造主であり、無から有をなし、望み通りに被造物を形造る｡至高のかれには、高潔な特徴を帯び
た美名がある｡天地にあるもの全てがかれから欠点を無縁なものとする威力並びない無敵の御方であり、その創造と教え、定めに
おいて英明な御方｡

本諸節の功徳:
●信者にとってのアッラーの成功の印には、審判の日に清算を受ける前にこの世で自分を顧みることができることである｡
●大きな山へのクルアーンの強烈な影響を僕たちに想起させることには、弱い人間であればなおのことそうした影響を受けて然
るべきだという注意喚起がある｡
●｢創造者｣、｢創始者｣、｢形容者｣という名前は、想定、生成、個別形容という創造の過程を指し示している｡またそれらのうち一つず
つ名前を言及するのは、それぞれが一度きりの性質ではなく存続することを示している｡
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60．諮問される女性章（アル・ムムタハナ)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
不信仰者の後継となることへの警告

説明:
1 アッラーを信じ、その教えにのっとって善行を行う者

よ、われの敵やあなたたちの敵を仲間として好意を寄せ
るような友としてはならない｡彼らはあなたたちの使徒に
もたらされた教えを拒絶したのである｡使徒を家から追
い出し、ただただあなたたちがアッラーを主として信じる
ようになったために、親戚縁者のつながりを配慮するこ
となしに、あなたたちをマッカの住まいから追い出そうと
している｡われのためのジハードかつわれの悦びを求め
て出向いたなら、彼ら不信仰者に好意を寄せてはならな
い｡彼らの関心を買うためにムスリム側の情報をこっそ
りと流している｡われはあなたたちが隠しているものも公
にしているものも知っているのだ｡われにとって不明なこ
とは、そうしたことであれ他のことであれ何もない｡不信
仰者に対して忠誠を示したり、愛情を見せる行いをした
りする者は、正道の真ん中からは逸れてしまい、真理から
は離れてしまったこととなる｡

2 彼らはあなたたちに勝てば心の中に隠していた敵意
を剥き出しにし、あなたたちに危害を加えようと手を伸ば
すだけでなく、罵詈雑言を浴びせ、彼らと同じようにあな
たたちがアッラーとその使徒を信じないようになればよ
いと願うだろう｡

3 親戚も子供たちも、彼らのためにあなたたちが不信仰
者と仲良くしようとしても無駄である。審判の日には、アッ
ラーがあなたたちの間を分けてしまわれるだろう。あな
たたちのうち、天国の民は天国に入り、火獄の民は火獄
に入るため、お互いに何かできるわけではない。アッラー
はあなたたちの行いを見ておられ、かれに不明なことは
何一つなく、行いに応じて報いられるのである。

4 信者よ、イブラーヒームはあなたたちやその時代の信者にとってよい模範であった｡同郷の民のうち、不信仰者に向かって彼ら
は言った｡｢私たちはアッラーの他にあなたたちが崇める偶像とも、あなたたち自身とも無関係だ｡私たちはあなたたちが奉じる
教えを拒み、あなたたちが唯一のアッラーを信じるようになり、他には何も並べ立てないようになるまで、敵意と憎悪が明らかとな
った｡｣だからあなたたちも彼らと同じように同郷の民の不信仰者とは絶縁すべきなのである｡ただ、イブラーヒームの父親に対す
る、｢私はアッラーにあなたのための赦し乞いをします｣という言葉は例外であった｡だからその点については彼を見倣ってはなら
ない｡というのも、彼がそう言ったのは、父親に絶望する前の話だったからである｡信者が、多神教徒の赦し乞いをすべきではない｡
アッラーの懲罰から身を守ることはできないからである｡私たちの主よ、万事においてあなたをこそ頼みとし、悔い改めてあなたに
立ち返ります｡あなたこそ、審判の日の帰りどころなのです｡

5 私たちの主よ、不信仰者を私たちよりも優勢にすることで、私たちを彼らにとっての災難としないでください｡｢もし彼らが正しい
のなら、我々が打ち負かすことはできなかったはずだ｣と言っただろうからです｡私たちの罪をお赦しください｡あなたこそ威力並
びない無敵の御方であり、その創造、教え、定めにおいて英明な御方｡

本諸節の功徳:
●イスラームの民の情報を不信仰者に持ち寄ることは、大罪の一つである｡
●不信仰者の敵愾心は元来的なものであり、忠誠は無駄である｡
●イブラーヒームが父のために赦し乞いを願ったのは、それを父に約束したからである｡その父が不信仰者として臨終を迎えたた
めにアッラーがそれを禁じてからは、その赦し乞いをやめたのだった｡
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6 この良い模範に従うのは、アッラーにこの世とあの世
の善良さを望む者である｡この良い模範に従わない者
は、本当にアッラーは満ち足りた御方であられ、僕たちの
忠義を必要としておられるわけではないということを知
れ｡どんな時も、誉め称えられる御方であられる｡

7 信者よ、ひょっとするとアッラーはあなたたちと敵対す
る不信仰者の間にイスラームへのアッラーのお導きをい
ざなう親愛の念をもたらして下さるかもしれない｡そうす
れば、彼らはあなたたちにとって信仰の上での兄弟とな
るのである｡アッラーは彼らの心を信仰に転じさせること
もできる全能な御方であり、悔い改める者をよく赦す慈
悲深い御方｡

8 イスラームのせいであなたたちと戦うわけでも迫害
するわけでもない者に、公平でよい接し方をすることを
アッラーが禁じることはない。相手相応のあなたに対す
る権利に見合う公平な対応をすることも同様である。本
当にアッラーは自分自身をはじめ、家族や関係者に公平
な人を愛でられる。

9 むしろアッラーが禁じられるのは、あなたたちの信仰
を原因に戦い、迫害し、迫害を支援する者と交友を結ぶ
ことである｡あなたたちの中で彼らと交友を結ぶ者は、ア
ッラーのご命令に背くことで破滅の場に自ら足を踏み入
れており、己に不義をなす者である｡

10 アッラーを信じ、その教えにのっとって善行を行う者
よ、女性の信者が不信仰の地から信仰の地へと移住し
てきた時には、彼女たちの信仰が本物かどうか試すがよ
い｡アッラーは彼女たちの信仰をよりよく知っておられ、
彼女たちの心が包み込むことも全てご存知であられる｡
もしあなたたちが彼女たちの信仰を試した後でそれが
本物だということがはっきりしたなら、彼女たちを不信仰
の夫のもとへ戻してはならない｡信仰のある女性が不信
仰な男性と結婚することは許されず、その逆もまた然り
だからである｡だから彼女たちの夫には彼らが婚資金として与えたものを与えよ｡信者よ、彼女たちが結婚待機期間を経てからで
あれば、婚資金を与えて彼女たちと結婚することは罪ではない｡また、もし妻が不信仰者の場合、あるいはイスラームを背教した場
合は、彼女の不信仰によって結婚は破棄されたため、彼女を留め置いてはならない｡彼女たちの婚資金として費やした分は、不信
仰者側に求め、彼らは彼らでイスラームへ改宗した元妻に支払った婚資金相当を求めさせるがよい｡言及された婚資金の返還が
アッラーの定めであり、かれはお望みのことを定められる｡アッラーはあなたたちの状態も行動も知っておられ、不明なことは何一
つない｡その定めにおいて英明な御方｡

11 もしあなたたちの妻を背教者として不信仰者のもとへ追い出さなければならなくなり、婚資金を不信仰者側に求めても支払わ
れなかったなら、またその上で不信仰者からの戦利品を得たならば、妻の出て行った夫へ婚資金に費やした分と相応のものを与
えよ｡アッラーのご命令を果たし、禁止を避けることで、あなたたちの信じるアッラーを意識するのだ｡

本諸節の功徳:
●アッラーが人心を敵愾心から愛情へと変え、不信仰から信仰へと変える様子には、人の心がいかに至高の神の手中にあるかを
示唆している｡よって僕たる人間は、信仰の定着を神にこそ求めるべきである｡
●同じ不信仰者とはいえ、戦闘員と非戦闘員は対応(裁定)を分けるべきである｡
●啓典の民ではない不信仰者の女性とは最初から最後まで結婚してはならず、女性信者の場合は不信仰者の男性との結婚も同
様に禁じられる｡
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12 預言者よ、女性の信者があなたのもとにやって来て、
マッカ開城のときと同じようにアッラーには何も同位者
を置かず、かれのみを崇め、盗みをせず、姦淫を犯さ
ず、イスラーム以前の無明時代の悪習に倣った子供殺し
をせず、不倫の子を夫に帰すことはせず、葬儀の際に取
り乱したり、剃髪をしたり、服を破ったりと良識に背くこ
とはしないとあなたに誓いを立てるなら、誓約後に彼女
らのためにアッラーのお赦しを願ってやれ｡本当にアッ
ラーはかれのもとへ立ち返る者へはお赦し深く、慈悲深
い｡
こうして本章がアッラーの敵と交友を結ぶことへの警告
で始まったように、それを強調するように同じことを警告
して締めくくるべく、至高のかれは仰せられた。

13 アッラーを信じ、その教えにのっとって善行を行う者
よ、あの世を固く信じない、アッラーのお怒りをこうむっ
た民と交友を結んではならない｡復活を拒むことから死
者が戻ることに絶望しているように、彼らはあの世にも
絶望しているのである｡

61．整列章（アッ・サッフ)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
アッラーの教えを支援するよう、信者を鼓舞すること

説明:
1 天地にあるもので、およそ似つかわしくないことから

は、アッラーは全て超越しておられる｡かれは威力並び
ない無敵の御方であり、誰一人打ち負かすことはできな
い｡その創造、計画、教えにおいて英明な御方であられ
る｡

2 アッラーを信じる者よ、実際にはしていないことをしたと言うのか｡｢私はこの自分の剣で戦ったのだ｣と、実際には戦ってもいな
いのに言い張る者のように｡

3 行っていないことを行ったかのように言うことを、アッラーは激しく嫌悪される｡信者はアッラーに対して誠実であるべきであり、
その言葉を行動が証明してみせるべきなのである｡

4 本当にアッラーはかれのためにそのお悦びを求めて重ね合わさった建物のように整然と並んで戦いに臨む信者を愛でられる｡
こうしてアッラーが戦いについて言及され、かれのために隊列を組んで戦う信者を褒め称えると、ムーサーとイーサーの民がいか
にそれぞれの使徒に背いたかが述べられる｡信者もまた、預言者に背かないようにという注意喚起である｡

5 使徒よ、ムーサーがその民に言ったときのことを思い起こせ｡｢あなたたちは私が使徒として遣わされたことを知っていながら、
なぜ私の言うことに従わないのですか｡｣そうして彼らが真理から逸れて道を踏み外すと、アッラーは彼らの心を真理から逸らせて
しまわれた｡かれに背く民をアッラーは真理へと導いてはくださらないのである｡

本諸節の功徳:
●権力者に神を意識して聞き従い、誓約を交わすことの合法性｡
●誠実であること、言動一致の努力義務｡
●アッラーは人間に善悪の道を明らかにしてくださった｡よって人間が自ら迷妄を選び、悔い改めることをしなければ、アッラーは
その迷妄ぶりを増大することでその人間を罰せられる｡
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6 使徒よ、マルヤムの子イーサーが言ったときのことを
思い起こせ｡｢イスラーイールの民よ、私は以前下された
律法を確証するためにアッラーがあなたたちへ遣わし
た使徒です｡私が初めての使徒というわけではありませ
ん｡また私は、私の後にやって来るアハマドという使徒到
来の福音を伝える者でもあります｡｣だが、イーサーが彼
の正しさを証明する数々の証拠をもたらすと、｢これは明
らかな魔術だ｡我々は従わない｣と言った｡

7 アッラーにのみ純粋にお仕えするイスラームの教えに
いざなわれておきながら、かれに別の存在を同位者とし
て並べ立てることよりもアッラーに対してひどい嘘をつ
く者はいない｡多神崇拝や違反行為で自分を害する民
を、アッラーが正道へ導かれることはないのである｡

8 これら真理を拒絶する者は、真理を歪めようとする虚
言でアッラーの光を消そうとする｡だがアッラーはその教
えの影響力を世界の東西で広め、言説の地位を高める
ことでその光を完全なものとされる｡

9 アッラーこそが導きと善良さへの善導かつ役立つ知
識と善行の教え、イスラームの教えと共にその使徒ムハ
ンマドを遣わされた御方であられる｡それはたとえ多神
教徒がイスラームの台頭を嫌悪しようとも、全ての宗教を
前にイスラームを優勢に立たせるためであった｡

10 アッラーを信じ、その教えにのっとって善行を行う者
よ、痛ましい懲罰からあなたたちを救ってくれ、儲けとな
る商売についてお教えしようか｡

11 この儲かる商売とは、アッラーと使徒を信じ、至高のか
れのために自分の財産を費やし、かれを喜ばせるため
に命をかけてお仕えすることである｡あなたたちにそれ
がわかるなら、そうした行いこそがあなたたちのために
より良いことだから、率先して臨むがよい｡

12 この商売の儲けとは、アッラーがあなたたちの罪をお赦しくださり、城下や木々の下を川が流れる楽園に入れて下さることであ
る｡楽園でのよい住まいからは、もう引っ越す必要はない｡そうした報奨こそが、どんな報奨にも引けを取らない偉大な報奨なので
ある｡

13 またこの商売の儲けには、この世で先に得られる嬉しいものもある｡アッラーがあなたたちを敵に勝たせてくれるというもので
ある｡近いうちに成就するマッカ開城やその他の征服である｡使徒よ、この世での勝利やあの世での楽園の獲得といった信者の喜
ぶことを知らせるがよい｡

14 アッラーを信じ、その教えにのっとって善行を行う者よ、イーサーがその弟子たちに｢アッラーへと向かう上で私を助けてくれる人
は誰か｣と言ったときに、｢私たちがアッラーの助っ人です｣と彼を助けたように、あなたたちの使徒が宗教をもたらしたときにその
教えを助けるアッラーの助っ人であれ｡かつてイスラエルの民のうち一部はイーサーを信じ、別の一部は彼を拒んだ｡われらはイー
サーを助けた者を助け、拒んだ者を打ち負かすようになったのである｡

本諸節の功徳:
●過去の天啓において預言者ムハンマドの到来が告げられているのは、彼の預言者性の正しさを示している｡
●神の教えが優勢となるのは、神の摂理である｡
●信仰を持ち、アッラーに仕えて懸命に努力することは、天国入りのきっかけとなる｡
●アッラーは時として信者の報奨をこの世で与えて下さることもあり、あの世に取り置いて下さることもある｡いずれにしても、無駄
にされることはない｡
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62．合同礼拝章（アル・ジュムア)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
使徒を遣わして導くことでこの共同体を厚遇されたこ
と、及び使徒への服従の義務。

説明:
1 諸天にあり地にあるすべての被造物は、アッラーを超

絶したものとして、すべての不適切な欠陥から清める｡か
れは唯一の単独な王者で大権を持ち、欠陥はなく、誰も
支配できず偉力大で、その創造や法規定や定めにおい
て英明である｡

2 かれこそが、読み書きをしないアラブ人の間に、かれ
らの中から使徒を遣わし、印を読み聞かせて、かれらを
不信仰や不道徳から清め、クルアーンとスンナを教えた
方である｡遣わされる以前には、明らかにかれらは邪道
にあった｡偶像を崇拝し、流血騒ぎや家族関係の断絶も
あった｡

3 この使徒を、まだ到来しないが、これからやって来るア
ラブ人やその他の民族にも遣わした｡かれは偉力大で誰
も支配できず、その創造や法規定や定めにおいて英明
である｡

4 使徒をアラブ人やその他に遣わすということだが、こ
れはアッラーの恩寵で、かれの御心に適う者にこれを与
えられる｡アッラーは偉大な恩寵の主で、使徒をこの共同
体、そして全人類に遣わすことも、その一部である｡

5 律法を背負わされて、それを果たさないユダヤ教徒た
ちを例えれば、書物を沢山運ぶロバのようなものである｡
本なのか、何なのか、一体何を背負っているか知らない｡
アッラーの啓示を拒否する民のように醜く、真実を傷つ
けたというこれら不正の民が成功することはない｡

6 使徒よ、言ってやるがいい｡ユダヤ教が歪曲された後もそれを信奉する者よ、他の人々をさし置いて、あなた方だけがアッラーに
親しいと言いはるなら、死を望むがよい｡そうすれば言い張る通り、あなた方にアッラーは早々に栄誉を与えるだろう｡あなた方の
祈りの中で、他の人々をさし置いて、あなた方だけがアッラーに親しいと言いはる、その言葉が本当なら｡

7 だがかれらは、不信仰や反逆や不正、さらに律法の歪曲や変更など、その手で今まで犯したことのため、決して死を望まないだ
ろう｡それどころか、現世での永劫を望むのだ｡しかしアッラーは不正を行う者を、真に熟知されて、かれらに報いられる｡

8 使徒よ、これらのユダヤ教徒に言え｡あなた方が逃れようとする死は、遅かれ早かれ、必ずあなた方を襲う｡それから幽玄界と可
視界を知っておられるお方に送り返され、あなた方が現世でしてきたことすべてを、かれが知らせ、そして報いられる｡

本諸節の功徳:
●預言者(アッラーの祝福と平安を)が人類全体に、特に無知と喪失状態にあったアラブ人に遣わされたことは偉大な恩恵である｡
●導きはアッラーのみから来る｡それはかれに求め、かれへの服従から得られるものである｡
●ユダヤ教徒がアッラーの友であるという主張は拒否されるが、それが本当ならば、死を望んでみよという挑戦が可能である｡とい
うのは、友は好きな人に会うことを熱望するからだ｡
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9 信仰する人よ、また定められたことを守る人よ、合同礼
拝の日の礼拝の呼びかけが唱えられ、説教師が台に立
ったならば、マスジドへ急ぎ説教を聞き礼拝せよ｡そして
商売から離れ、帰依に没頭せよ｡信者よ、合同礼拝の呼
び掛けの後はそのように尽力し、商売を離れることが、あ
なた方にとり最も善いことなのだ｡それが分かっていれ
ば、アッラーの命令に従え｡

10 合同礼拝が終わったならば、あなた方は方々に散り、
許された収入を図り、必要な庶務を果たすのだ｡アッラー
の恩寵を求め、収入を図り収益を得て糧を得る際には、
アッラーを多く唱念せよ｡欲しいものを得て、また恐れる
ものから救われるために、それを失念するのではない｡

11 しかしムスリムの中には、商いや遊び事を見かける
と、あなたを説教台に立ったままにして、そちらに飛び散
ってしまう者たちがいる｡言ってやるがいい｡アッラーの
正しい行いに対するご褒美は、あなた方を出て行かせた
理由である商売や遊戯よりも良いのだ｡そしてアッラー
は最善の糧の供給者だと｡

63．偽信者たち章（アル・ムナーフィクーン)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
偽信者たちの説明とかれらに注意するようにとの警告

説明:
1 使徒よ、イスラームを装うが不信仰を内に秘めた偽信

者たちがあなた(ムハンマド)のところにやって来ると、わ
れわれはあなたが、アッラーの使徒であることを証言す
ると言う｡そしてアッラーは、あなたが確かに使徒である
ことを知っておられる｡またアッラーは、偽信者たちが心
からはあなたが真にその使徒であるとは言っていないことを証言される｡

2 かれらはそのアッラーへの誓いを、殺されたり捕獲されたりすることから逃れるための隠れ蓑や防護とするのだ｡そうして人々
の心の中に疑念を生じ、あらぬ噂を広めて、アッラーの道から人々を妨げているのだ｡偽善と偽の信仰証言ほど、劣悪なものはな
い｡

3 それはかれらが一度は嘘で信仰したが、その信仰は心に届かず、それから密かに不信心になったためである｡かれらの心は封
じられ、そのため信仰は心に入らなくなった｡心が封じられると、正しいことや間違いのないことが分からなくなるのだ｡

4 あなたがかれらを見ると、かれらの立派な体つきに驚くだろう｡かれらは若 し々くて楽しそうで、かれらが語れば、あなたはその
有弁さに引かれて、それに耳を傾けるだろう｡だがかれらは、壁に寄りかかった材木のようなもので、理解せず、注意しない｡かれら
は臆病でどんな声であっても、自分たちを攻めてくると勘違いするのだ｡かれらこそが本当の敵なので、あなたの秘密を暴露し、何
か悪巧みをしないか、十分に用心するように｡アッラーよ、かれらを滅亡させたまえ｡かれらは、明らかな証拠と証明があるというの
に、どうして信仰から逸れることができるのか｡

本諸節の功徳:
●金曜礼拝の呼びかけがあれば、現世のことは離れて礼拝に向かうべきである｡ただし正当な理由があれば別だ｡
●偽信者たち章は、偽信者の問題の大きさとその秘やかさに、注意を喚起している｡
●外見の良さや口の上手さではなく、内面の正しさを考慮すべきである｡

部 28554偽信者たち章



5 かれらにこちらへ来て、してしまったことを謝れ、そう
すればアッラーの使徒があなた方のために御赦しを祈
るであろうと言われる｡そうすると、あなたはかれらが頭
を傾け、馬鹿にして侮蔑して、傲慢に真実を拒否し、服従
することから背を向けて去るのを見るだろう｡

6 使徒よ、あなたがかれらの罪のために御赦しを祈って
も、また祈らなくても、アッラーは、決してかれらを御赦し
にならない｡真にアッラーは、帰依しない人々や掟に背く
者を導かれない｡

7 かれらは言う、アッラーの使徒と一緒のマディーナ近
くの貧者や砂漠のアラブ人に施しをするな｡どうせかれ
らは、かれから去ってしまうからと｡ところが諸天と地の
財宝はアッラーのみのもので、お望みの人にその財宝か
ら施される｡偽信者たちは、その財宝が至高なるアッラー
の手元にあることを理解していない｡

8 かれらの頭領である、アブドッラー・ビン・ウバイィは、
われわれがマディーナの町に帰れば、わたしのような有
力な者が、ムハンマドやその連中のような無力な者たち
を必ず追い払うと言う｡およそ偉力は、アッラーと使徒、
そしてその信者たちにあり、アブドッラー・ビン・ウバイィ
とその従者にあるのではない｡だが偽信者たちは、偉力
はアッラー、その使徒、それから信者にあることを知らな
いのだ｡

9 アッラーを信仰し、その命令に服する人よ、あなた方
の財産や子女に心を奪われて、礼拝やイスラームの儀礼
を疎かにしてはならない｡あなた方の財産や子女に心を
奪われて、礼拝やイスラームの儀礼を疎かにする者は、
復活の日には自身もその家族も損失をこうむることなる｡

10  死があなた方にやって来る前にアッラーが与えたも
のから施すのだ｡その時になって、主よ、何故あなたは暫
くの間の猶予を与えられないのですか、そうすればわた

しは定めの施しをして、正しい人になるのに、などと言うような者になってはならない｡

11 至高なるアッラーはどの魂にも、その定めの時がやって来て、寿命が終わったら猶予を与えられないのだ｡アッラーは、あなた
方の行うことを知り尽くしておられる｡あなた方の行動で知られないものはないのであり、それにアッラーは報いられる、善には善
を、悪には悪を｡

本諸節の功徳:
●助言を無視し、傲慢であるのは、偽信者の証である｡
●宗教の敵の手段は、ムスリムに対する経済的包囲網である｡
●資財と子弟のことで手一杯となると、アッラーを唱えることに危機が及ぶ｡

٥٥٥

部 28555偽信者たち章



64．騙し合い章（アッ・タガーブン)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
不信仰とその民への注意と復活の日の不信仰者の損失

説明:
1 諸天にあり地にあるすべての被造物は、アッラーを欠

陥はなく超越し、完璧無欠なものとして讃える｡大権はか
れのものであり、かれ以外には王はいない｡称えること
も、またかれのみへのもの｡かれは万能で、できないこと
はない｡

2 人々よ、かれこそは、あなた方を創られた方である｡と
ころがあなた方には地獄行きの不信仰者も、また楽園行
きの信者もいる｡アッラーは、あなた方の行うことを洞察
される｡行動を知り尽くし、それにより報われる｡

3 真理のために諸天と地を創造され、無駄に創造され
たのではない｡賜物として恩寵として、あなた方を形作っ
て、美しい姿にされた｡望むならば、醜くされたであろう｡
また復活の日には、かれにのみ行き所がある｡あなた方
の行為により、善には善で、悪には悪で報われる｡

4 諸天と地におけるすべてのものを知り、あなた方の隠
すものも、現すものも知っている｡アッラーは、胸の中のよ
いことも悪いことも知っている｡何も隠せないのだ｡
　　　　　　　　

5 多神教徒たちよ、以前に信仰を否定した者たちの知
らせが、あなた方に達しなかったのか｡ヌーフの民、アー
ド(の民)、サムード(の民)など、かれらは現世の不信仰の
結果を味わい、来世でもまた厳しい罰を受ける｡いや実
にそれらの知らせは、あなた方にも来たのだから、その
結末を考えてみろ｡かれらのようになる前に、よく悔い改
めろ｡

6 かれらが罰を受けたのは、使徒たちがさまざまな明証と明白な証拠をもってかれらのもとに来たのに、われわれと同じ人間がわ
れわれを真実に導くことなどあるだろうかと言ったためである｡それでかれらは信じず、背き去った｡アッラーは、それを痛痒とも感
じず、かれらの信仰や服従を必要とされない｡かれらの信仰は何も増やすところはなく、アッラーは僕を必要とされずに豊かで、そ
の言動において称賛されるべきお方である｡

7 不信心な者は、死後においてアッラーによる復活はありえないと主張する｡使徒よ、言え｡復活を否定する者よ、主に誓って言う
が、あなた方は必ず復活させられる｡それからあなた方の現世で行ったことが、必ず知らされる｡復活はアッラーにおいては容易な
こと｡あなた方を創造されたお方は、死後あなた方を復活させることが出来、行いの精算をして、報奨を報われる｡

8 人々よ、だからアッラーとその使徒、そしてわれらが使徒に下したクルアーンを信じよ｡本当にアッラーはあなた方の行ったこと
を知り尽くされている｡行動は何も隠せず、それにより報われる｡

9 使徒よ，言え｡かれがあなた方を召集され報われるため復活して集合する日は、不信仰者の損失や欠陥が明らかになる日だ｡信
者は不信仰者の住まいを楽園で引き継ぎ、地獄の人々は地獄で楽園の人々の家を引き継ぐ(訳注:現世で信者はつつましい住まい
に住むが、不信仰者は立派な家に住んでいる)｡アッラーを信じ、正しい行いをする人は、アッラーがさまざまな罪を消去して、川が
宮殿や樹木の下を流れる楽園に入れられる。かれらは永遠にその中に住まい、外へ出されることはなく、安楽も途絶えることはな
い｡これはそれ以上のものがないという大いなる勝利である｡

本諸節の功徳:
●アッラーは人間を不幸な人と、幸せになる人に分けられた｡
●復活の日に損失をこうむる人々がいることを覚えておくことは、正しい行動をするのに助けになる手法である｡
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10 アッラーを拒否して、使徒に下したわれらの印を嘘で
あるとした者は、地獄の火の住人で、その中に永遠に住
むのである｡何と悪い行き先か｡

11 自分の心、資財、あるいは子供などに起こるどんな災
厄も、アッラーの裁きと力(定命)なくして起きることはな
い｡誰でもアッラーとその運命とその能力を信じる者は、
その心は導かれ、命令に服し、運命に満足する｡実にアッ
ラーは、すべてのことに熟知されて、何事も隠すことはで
きない｡

12 だからアッラーに従うのだ｡また使徒に従え｡たとえあ
なた方が背き去っても、それはあなた方の罪であり、わ
れらの使徒の務めは、ただ命じられたように教えを明瞭
に伝達することだけ｡かれはまさしく、命じられたように伝
達したのである｡

13 アッラー、かれの他に真に崇拝されるべき神はない｡
だから信者は、アッラーに全幅の信頼を寄せよ｡

14 アッラーを信じ、正しい行いをする人よ、あなた方の妻
や子供の中にも、あなた方に対する敵がいる｡というの
は、かれらはあなた方がアッラーを念じて、その道に努力
を尽くすことを妨げて、失敗させるかもしれないからだ｡
だからかれらに用心し、振り回されないようにせよ｡だが
もしあなた方がかれらを免じ、大目に見て許すならばそ
れもよい｡アッラーは、よく赦されるお方であり、慈悲深い
お方なのだ｡報いは、あなたの行いと同類のものとなる｡

15 あなた方の財産や子女は、一つの試練に過ぎない｡そ
れらはあなた方が禁じられたものを獲得したり、アッラー
への帰依を忘れさせたりするかもしれない｡アッラーの
御元の偉大な報奨は、子供への服従や金銭に勤しむこ
とよりアッラーへの帰依を優先した人にこそあるが、それ
は楽園である｡

16 だから最大限アッラーを畏れて、命令に従い、禁止事項を避けよ｡アッラーとその使徒に耳を傾け、従い、またアッラーからの糧
である金銭を善のための施しとして使うのだ｡アッラーが利己に埋没することから守られる人は望むものを得て、恐れるものから逃
れられるのである｡

17 あなた方がもし、その財産からアッラーに善い貸付をするならば、かれはあなた方のためにそれを10倍にも増加され、あなた方
に報いられる｡さらには、700倍か、それ以上かもしれない｡あなた方の罪は赦され、アッラーはその行いを高く評価し、小さな善行
に大きな報奨を与え、よく寛恕され懲罰を急がれることはない｡

18 また至高なるアッラーは、幽玄界も可視界も知っておられ、何事も知らないものはなく、偉力大で誰も勝ることができない。その
創造と命令と法規においても、英明である｡

本諸節の功徳:
●アッラーからの啓示を伝えることが、使徒の務めである｡導きはアッラーの手中にある｡
●運命を信じることは、心の安寧と導きへの原因となる｡
●責務はその人の能力の範囲において負わされる｡
●アッラーの道に施す人には、その報奨が何倍にも増加される｡

部 28557騙し合い章



65．離婚章（アッ・タラーク)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
離婚とその既定の重大さ、そして篤信の果実と、アッラー
の掟を破ることについての説明

説明:
1 預言者よ、あなたの共同体の誰かが妻を離婚する際

は、１回目の待婚期間に離婚させよ。つまり、性交してお
らず、月経でもないときに離婚するようにし、待婚期間を
守るのだ。それは彼女とよりを戻したくなった時に、そう
することが出来るようにするためである。あなた方の主
アッラーを畏れ、命令を遵守し、禁止事項を犯さないよう
にせよ。かの女らに不倫など明らかにみだらな行為がな
い限り、待婚期間満了以前に家から追い出してはならな
い。またかの女らを自分で出て行かせてもならない。これ
らは僕に対するアッラーの掟で、アッラーの掟に背く者
は、確かに自分の魂を損なう者であり、それは主に対す
る背反のために、破滅の原因を招くものである。離婚す
る者は知らないが、アッラーはこの後で、男性の心を復縁
へと向け直し、かの女とのよりを戻させるかも知れない。

2 その期間満了が近づく時は、もしその願望があってよ
い付き合いができるなら、よりを戻してもよいし、そうせず
に期間を満了させてもよい｡そして自分で事態を処理で
きるようにし、かの女の権利を与えよ｡関係を戻すにして
も、あるいは離婚するにせよ、あなた方の中から公正な
２人の証人を立て、将来の争議を避けるのだ｡証人よ、ア
ッラーのお顔を望んで証言せよ｡これは、アッラーと最後
の日を信じる者への諭しである｡諭しと警告から受益し、
その命令を守り、禁止事項を避ける者にかれは苦しみと
困難からの出口を与えられるのだ｡

3 人が思いもつかず、計算もできないところから、恵み
が与えられる｡アッラーに依拠する者には、かれは万全
である｡そしてアッラーは、必ずその意向を徹底する｡で
きないことはなく、欠けることもない｡アッラーはすべてのことに、ある分量を定め、厳しさにも快楽にも限度があり、それらは永続さ
せられない｡

4 あなた方の妻の内、年齢からして月経の望みのない者について、もし疑いを抱くならば定めの期間は３ヵ月である｡まだ小さくて
月経のない者についても、定めの期間は３ヵ月である｡妊娠している場合、離婚から、もしくは未亡人となってからの待機期間は、か
の女が出産するまでとなる｡アッラーを畏れる者にはアッラーは物事を容易にされ、その人の困難を簡単にされる｡

5 これら離婚、復婚、待婚期間は、アッラーが、あなた方に下された命令である｡信者たちよ、そのことを知れ｡アッラーを畏れ、その
命令を守り、禁止事項を避ける者は、その罪悪を払われ、来世では偉大な報奨を与えられる｡それは楽園に入ることであり、絶える
ことのない安楽である｡

本諸節の功徳:
●預言者(アッラーの祝福と平安を)のメッセージは、彼個人のものとはっきりしない限りは、その共同体に対するものである｡
●まだ復縁する余地のある形で離婚された女性に対する住まいと経費負担は、夫の義務である｡
●将来の争議を避けるために、証人を求めること｡
●アッラーを畏れることの多くの功徳と、その偉大さ｡
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離婚と復婚の定めの後、アッラーはここで経費と住まい
について説明される｡

6 夫たちよ、かの女たちをあなた方の暮らしている所で
あなた方の力に応じて住まわせよ｡それ以上アッラーは
求められない｡かの女らを経費や住まいなどで圧迫し
て、困らせてはならない｡もし妊娠しているならば、出産
するまでかの女たちのために支出するのだ｡もしかの女
たちが授乳する場合は、その経費を与え、あなた方の間
で良識をもって相談せよ｡もし夫がけちで、あるいは女が
主張を曲げずに望みのままを求めるならば、父親は他の
女を雇ってその子に授乳させよ｡

7 豊かな者には、その豊かさに応じて離婚した女と子弟
のために支払わせよ｡また資力の限られた者には、アッ
ラーがかれに与えたものの中から支払わせるのだ｡アッ
ラーは、誰にもかれが与えられた以上のものを課されな
いし、可能な以上のことを負担させることもない｡真にア
ッラーは、困難と厳しさの後には、豊かさと満足を授けら
れる｡　

　アッラーは一群の命令を出した後、それに反する者へ
の警告も出した｡そのような悪い結末に関して、アッラー
は言った｡

8 どんなに多くの町が、至高なるアッラーとかれの使徒
(アッラーの祝福と平安を)たちの命令に背いたために、
その悪行を厳しく精算され、現世と来世において厳しい
懲罰を与えられたことか｡

9 こうしてかれらは、その悪い行いの結果を味わい、現
世でも来世でも最後には滅亡したのだ｡

10 アッラーはかれらのために、激しい苦痛を用意される｡
だから、アッラーと預言者を信じて、命令を守り、禁止事
項を避ける理性ある人々よ、アッラーを畏れよ｡かれらを
襲った懲罰が、あなた方に降ってこないように｡アッラー
は、確かにあなた方に啓示を下され、それで背信の結末

の悪いことと、アッラーに従うことの結末の善さを思い起こさせる｡

11 使徒がアッラーの印をあなた方に読誦し明瞭に解明するのは、アッラーと預言者を信じる者を、暗黒の深みから光明の中に導
き出すためである｡およそアッラーを信仰して正しい行いに励む者は、川が宮殿と木々の下を流れる楽園に入り、永遠にその中に
住むこととなる｡実にアッラーは、安楽の途絶えることのない楽園に入らせることで、かれらのためによい糧を下さるのだ｡

12 アッラーこそは、７層の諸天と同様の数の大地を創造なされた方｡存在と法規上の命令は、それらの間から下って来る｡それは、
真にアッラーはすべてのことに全能で、不可能なことはなく、また至高なるアッラーはすべてをご承知で、天でも地上でも知らない
ことはないということを、あなた方に周知させるためである｡

本諸節の功徳:
●離婚後は、妊婦に授乳の義務はないこと｡
●可能な範囲でしか、責務を負わせられることはない｡
●アッラーの能力とすべてを熟知するということを信じれば、喜悦と心の安寧の原因となる｡
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66．禁止章（アッ・タハリーム)
マディーナ啓示

本章の趣旨:
家庭と社会の規範としての預言者の家庭教育

説明:
1 使徒よ、女奴隷のマーリヤを使うという、アッラーがあ

なたのために合法とされていることを、どうしてあなたの
妻たちが嫉妬を覚えたのに対して機嫌をとるために、自
分自身に禁止するのか｡アッラーはよく赦されて、慈悲深
いお方である｡

2 アッラーは、あなた方の誓いに関して、それよりよいも
のを見出したか、あるいはそれを破る場合には、償いを
もって解消するよう、義務付けられた｡アッラーはあなた
方の支援者であり、あなた方の事情や、何があなた方に
正しいかを全知であり、その法規と定めにおいて英明で
ある｡

3 預言者（アッラーの祝福と平安を）が妻のハフサに、
女奴隷のマーリヤを今後は近づけないという秘密の話
を語ったところ、かの女はそれをアーイシャにもらした。
アッラーは秘密がもれたことをかれに知らせたので、か
れはハフサを責めてその一部分を言及したが、それ以外
の部分は伏せておいた。そうしたら、誰がそう告げたのか
と、ハフサが尋ねたので、かれは答えて言った。隠された
ものも、何もかも御存知のお方が、わたしに告げられた
と。

4 これら２人の妻は、アッラーに改心すべきである｡とい
うのは、女奴隷を遠ざけて禁止するという預言者(アッラ
ーの祝福と平安を)が嫌がることを、好むようにその心が
傾いたからだ｡しかしもし共同してしつこく預言者に対抗
するならば、知るのだ｡アッラーはかれの擁護者で、また
ジブリールや正しい信者たち、さらに天使たちも全員、か
れに対する支持者である｡

5 かれがもしあなた方２人を離婚するなら、至高なる主はあなた方よりよい妻たちを、その代わりに授けられるだろう｡それらの女
たちはアッラーに服従し、アッラーと預言者に信仰心篤く、敬虔で、罪を悔いて、主に崇拝を捧げ、進んで斎戒もしっかりする｡それ
には再婚者もあり処女もあるだろう｡しかしかれは離婚しなかった｡

6 信仰して行動正しい人よ、人間と石を燃料とする地獄の火からあなた方自身とその家族を守れ｡そこには荒 し々くて激しい天使
たちがいて、かれらはアッラーが命じられたことに背かず、躊躇せず、弱 し々さを見せずに命じられたことを実行する｡

7 不信仰者に復活の日に言われるのは、今日は不信仰と背反について、弁解してはならない、それは受け付けられない、という言
葉。今日は、アッラーへの不信仰と預言者の拒否という、あなた方が自ら行ってきたことについて応報を受けるだけなのだ｡

本諸節の功徳:
●誓いの撤回に対する、贖罪の合法性｡
●預言者(アッラーの祝福と平安を)の主における位階と、主がかれを守られることの解明｡
●選ばれた人(アッラーの祝福と平安を)の妻たちに対する寛容さとして、咎めで突っ込まずに、いくつかの過ちを示したのに留
め、愛情の余地を残した｡
●信者は自身と家族に責任を負うこと｡
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8 アッラーを信じ、正しい行いをする信者たちよ、心から
改心してアッラーに帰れ｡復活の日に主は、あなた方の
様々な悪を払い、川が宮殿の下を流れる楽園に入らせる
かもしれない｡その日アッラーは、預言者やかれと共に信
じる者たちを、地獄に入れて辱しめることはしない｡かれ
らの光は地獄の上の架け橋において、両手の間(前方)
とその右側に閃くだろう｡かれらは言う｡主よ、われわれ
のために、光を完全にして、楽園に入れて下さい｡偽信者
のように、その火が地獄の上の架け橋の上で消えてしま
わないように｡われわれを御赦したまえ｡あなたはすべ
てのことに全能で、われわれの火を完全にして、罪を払
うことができないお方ではない｡

9 使徒よ、不信仰者には剣で、偽信者に対しては舌と法
規で、奮闘尽力せよ｡かれらに対し手ごわくして、恐れら
れるほどにするように｡かれらの復活の日の住まいは、地
獄である｡結局帰る住まいは、何と悪い行き先か｡

10 アッラーは不信仰者の実例を示された｡かれらの信者
たちとの関係は、何の役にも立たない｡ヌーフ(平安を)
の妻とルート(平安を)の妻は２人の正しいアッラーの使
いと結ばれたが、かの女たちは、その夫に対して欺き、
アッラーの道から妨げ、同族の不信仰の人々を助けてし
まった｡かの女たちが正しい僕の妻であることは役立た
ず、両名は他の不信仰者や掟破りの者と一緒に地獄の
火に入れ、と命じられた｡

11 またアッラーは、不信仰な人 と々の関係が害悪を及ぼ
さず、正しい道にいる限り影響されることもないという、
信仰する者のための実例を示された｡フィルアウンの妻
はこう言った｡主よ、楽園の中のあなたの側に、わたしの
家を建てて下さい｡そしてフィルアウンの横暴と権力、そ
してその悪行からわたしを救い、またかれの圧政と不正
に従う、自ら不正を犯す人々からわたしをお救い下さい｡

12 また自分の貞節を守ったイムラーンの娘マルヤムの
例を挙げられた｡アッラーはジブリールに命じて、かの女の体内に魂を吹き込んで、父親のない息子、イーサー・ビン・マルヤムを懐
妊させた｡かの女は主の定めと使徒に下されたその啓典を真実として受け入れ、アッラーに敬虔な女性であった｡その命令に従っ
て、禁止事項は避けた｡

本諸節の功徳:
●真摯な悔悟は、あらゆる善の原因となる｡
●知識と論拠による尽力と剣による尽力が関連させられていることは、それらが重要であり、いずれも不可欠であることを示す｡
●復活の日には、宗教が異なれば血縁などの関係があっても役に立たない｡
●節度と、疑念から遠いことは、正しい女性信者の特性の一つである｡

部 28561禁止章




